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二

第
一
条
中
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
二
の
五
の
改
正
規
定
及
び
同
法
第
五
十
二
条
の
四
十
五
の
二
の
改
正
規
定
、

第
三
条
中
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
七
条
の
六
（
見
出
し
を
含
む
。）の
改
正
規
定
、
第
七
条
中
信
用
金
庫
法
第
八

十
九
条
の
二
の
改
正
規
定
、
第
八
条
中
長
期
信
用
銀
行
法
第
十
七
条
の
二
の
改
正
規
定
並
び
に
第
十
二
条
中
保
険

業
法
第
四
条
第
三
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
三
百
条
の
二
の
改
正
規
定
及
び
同
法
第
三
百
九
条
の
改
正
規
定

公

布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

三

第
九
条
の
う
ち
、
労
働
金
庫
法
の
目
次
の
改
正
規
定
、
同
法
第
四
十
一
条
の
二
第
三
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第

四
章
第
七
節
中
第
五
十
四
条
の
次
に
五
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
六
十
九
条
第
二
項
第
六
号
の
次
に
一
号

を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
同
法
第
百
一
条
第
一
項
第
十
二
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定

会
社
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
七
十
号
）
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日

（
銀
行
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
銀
行
法
（
以
下
「
旧
銀
行
法
」
と
い
う
。）第

十
六
条
の
二
第
三
項
本
文
に
規
定
す
る
事
由
（
銀
行
（
銀
行
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
銀
行
を
い
う
。
以
下
こ

の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
そ
の
子
会
社
（
銀
行
法
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
子
会
社
を
い
う
。
以
下

こ
の
条
、
次
条
、
附
則
第
五
条
及
び
第
六
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
る
旧
銀
行
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
第
十
二
号

又
は
第
十
二
号
の
二
に
掲
げ
る
会
社
の
株
式
等
（
銀
行
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
株
式
等
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
及
び
附
則
第
五
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
取
得
及
び
旧
銀
行
法
第
十
六
条
の
二
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す

る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
由
を
除
く
。）に
よ
り
子
会
社
対
象
会
社
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
会
社
対
象
会
社
を

い
う
。）以
外
の
外
国
の
会
社
を
子
会
社
と
し
て
い
る
銀
行
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
銀
行
法（
以
下「
新

銀
行
法
」
と
い
う
。）第
十
六
条
の
二
第
十
二
項
本
文
に
規
定
す
る
事
由
（
銀
行
又
は
そ
の
子
会
社
に
よ
る
同
条
第
一

項
第
十
二
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
会
社
の
株
式
等
の
取
得
及
び
同
条
第
十
二
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
内

閣
府
令
で
定
め
る
事
由
を
除
く
。）に
よ
り
当
該
子
会
社
対
象
会
社
以
外
の
外
国
の
会
社
を
子
会
社
と
し
て
い
る
銀
行

と
み
な
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
旧
銀
行
法
第
十
六
条
の
二
第
三
項
た
だ
し
書
に

規
定
す
る
事
由
の
生
じ
た
日
は
、
新
銀
行
法
第
十
六
条
の
二
第
十
二
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
事
由
の
生
じ
た
日
と

み
な
す
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
銀
行
法
第
十
六
条
の
二
第
四
項
本
文
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
し
て
子
会
社
対
象

会
社
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
会
社
対
象
会
社
を
い
う
。）以
外
の
外
国
の
会
社
を
子
会
社
と
し
て
い
る
銀
行
に

つ
い
て
は
、
当
該
子
会
社
対
象
会
社
以
外
の
外
国
の
会
社
が
当
該
銀
行
の
子
会
社
と
な
っ
た
日
を
、
新
銀
行
法
第
十

六
条
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
子
会
社
対
象
会
社
以
外
の
外
国
の
会
社
が
子
会
社
と
な
っ
た
日
と
み
な
し
て
、
同
項

及
び
同
条
第
八
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
三
条

新
銀
行
法
第
十
六
条
の
二
第
四
項
、
第
十
三
項
（
銀
行
が
、
現
に
子
会
社
と
し
て
い
る
同
条
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
会
社
を
当
該
各
号
の
う
ち
他
の
号
に
掲
げ
る
会
社
（
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
子
会
社
対
象
銀
行
等
に
限

る
。）に
該
当
す
る
子
会
社
と
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
係
る
部
分
を
除
く
。）及
び
第
十
六
項
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の

施
行
の
際
現
に
銀
行
が
旧
銀
行
法
第
十
六
条
の
二
第
七
項
（
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第

八
項
た
だ
し
書
又
は
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
て
当
該
銀
行
又
は
そ
の
子
会
社
が
同
条
第
一
項
第
十
二
号

の
三
に
掲
げ
る
会
社
の
議
決
権
（
銀
行
法
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
議
決
権
を
い
う
。
附
則
第
六
条
に
お
い
て
同

じ
。）を
合
算
し
て
そ
の
基
準
議
決
権
数
（
旧
銀
行
法
第
十
六
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
議
決
権
数
を
い
う
。）

を
超
え
て
保
有
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
会
社
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
四
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
旧
銀
行
法
第
十
六
条
の
二
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
の
申
請

は
、
従
属
業
務
（
新
銀
行
法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
従
属
業
務
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。）を
営
む
会
社
に
係
る
も
の
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
新
銀
行
法
第
十
六
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
し

た
認
可
の
申
請
と
、
従
属
業
務
を
営
む
会
社
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
新
銀
行
法
第
五
十
三
条
第
一
項
（
第
二
号
に

係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
り
し
た
届
出
と
み
な
す
。

（
水
産
業
協
同
組
合
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
九
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
水
産
業
協
同
組
合
法（
以
下「
旧

水
産
業
協
同
組
合
法
」
と
い
う
。）第
八
十
七
条
の
二
第
四
項
（
旧
水
産
業
協
同
組
合
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
認
可
の
申
請
は
、
従
属
業
務
（
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
水
産
業
協

同
組
合
法
（
以
下
「
新
水
産
業
協
同
組
合
法
」
と
い
う
。）第
八
十
七
条
の
二
第
二
項
第
一
号
（
新
水
産
業
協
同
組
合

法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
従
属
業
務
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。）を
営
む
会
社
に
係
る
も
の
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
新
水
産
業
協
同
組
合
法
第
八
十
七
条
の
二
第
四
項
（
新
水

産
業
協
同
組
合
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
し
た
認
可
の
申
請
と
、
従
属

業
務
を
営
む
会
社
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
新
水
産
業
協
同
組
合
法
第
百
二
十
六
条
（
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限

る
。）の
規
定
に
よ
り
し
た
届
出
と
み
な
す
。

第
五
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
二
十
三
第
二
項
本
文
に
規
定
す
る
事
由
（
銀
行
持
株

会
社
（
銀
行
法
第
二
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
銀
行
持
株
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）

又
は
そ
の
子
会
社
に
よ
る
旧
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
二
十
三
第
一
項
第
十
一
号
又
は
第
十
一
号
の
二
に
掲
げ
る
会
社

の
株
式
等
の
取
得
及
び
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
由
を
除
く
。）に
よ
り
子
会
社
対

象
会
社
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
会
社
対
象
会
社
を
い
う
。）以
外
の
外
国
の
会
社
を
子
会
社
と
し
て
い
る
銀
行

持
株
会
社
は
、
新
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
二
十
三
第
十
一
項
本
文
に
規
定
す
る
事
由
（
銀
行
持
株
会
社
又
は
そ
の
子

会
社
に
よ
る
同
条
第
一
項
第
十
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
会
社
の
株
式
等
の
取
得
及
び
同
条
第
十
一
項
た

だ
し
書
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
由
を
除
く
。）に
よ
り
当
該
子
会
社
対
象
会
社
以
外
の
外
国
の
会
社
を
子

会
社
と
し
て
い
る
銀
行
持
株
会
社
と
み
な
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
旧
銀
行
法
第

五
十
二
条
の
二
十
三
第
二
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
事
由
の
生
じ
た
日
は
、
新
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
二
十
三
第
十

一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
事
由
の
生
じ
た
日
と
み
な
す
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
二
十
三
第
三
項
本
文
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
し
て
子
会

社
対
象
会
社
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
会
社
対
象
会
社
を
い
う
。）以
外
の
外
国
の
会
社
を
子
会
社
と
し
て
い
る

銀
行
持
株
会
社
に
つ
い
て
は
、
当
該
子
会
社
対
象
会
社
以
外
の
外
国
の
会
社
が
当
該
銀
行
持
株
会
社
の
子
会
社
と

な
っ
た
日
を
、
新
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
二
十
三
第
五
項
に
規
定
す
る
子
会
社
対
象
会
社
以
外
の
外
国
の
会
社
が
子

会
社
と
な
っ
た
日
と
み
な
し
て
、
同
項
及
び
同
条
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
六
条

新
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
二
十
三
第
三
項
、
第
十
二
項
（
銀
行
持
株
会
社
が
、
現
に
子
会
社
と
し
て
い
る
同

条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
会
社
を
当
該
各
号
の
う
ち
他
の
号
に
掲
げ
る
会
社
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
子
会
社
対

象
銀
行
等
に
限
る
。）に
該
当
す
る
子
会
社
と
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
係
る
部
分
を
除
く
。）及
び
第
十
五
項
の
規
定

は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
銀
行
持
株
会
社
が
旧
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
二
十
三
第
六
項
（
同
条
第
八
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
七
項
た
だ
し
書
又
は
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
て
当
該
銀
行
持
株
会

社
又
は
そ
の
子
会
社
が
同
条
第
一
項
第
十
一
号
の
三
に
掲
げ
る
会
社
の
議
決
権
を
合
算
し
て
そ
の
基
準
議
決
権
数

（
旧
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
二
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
議
決
権
数
を
い
う
。）を
超
え
て
保
有
し
て
い
る
場
合

に
お
け
る
当
該
会
社
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
七
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
旧
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
二
十
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
の

申
請
は
、
従
属
業
務
（
新
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
二
十
三
第
一
項
第
十
号
イ
に
掲
げ
る
業
務
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。）を
営
む
会
社
に
係
る
も
の
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
新
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
二
十
三
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
し
た
認
可
の
申
請
と
、
従
属
業
務
を
営
む
会
社
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
新
銀
行
法
第
五
十
三
条
第
三

項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
り
し
た
届
出
と
み
な
す
。

（
農
業
協
同
組
合
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
八
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
農
業
協
同
組
合
法
第
十
一
条
の

六
十
六
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
の
申
請
は
、
従
属
業
務
（
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
農
業
協
同
組
合
法

（
以
下
「
新
農
業
協
同
組
合
法
」
と
い
う
。）第
十
一
条
の
六
十
六
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
従
属
業
務
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
営
む
会
社
に
係
る
も
の
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
新
農
業
協
同
組
合
法
第
十
一
条

の
六
十
六
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
し
た
認
可
の
申
請
と
、
従
属
業
務
を
営
む
会
社
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
新
農
業

協
同
組
合
法
第
九
十
七
条
（
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
り
し
た
届
出
と
み
な
す
。




		2021-05-25T14:48:11+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




